
























































 第 5 章では，2 章～4 章までの研究成果を総括し，本研究によって得られた知見，リメイク映画の感情表
出の一例としての表情研究の資材としての可能性を論じた。 
 以上より本論文の成果は，リメイク映画による感情表出の分析法の基礎を確立し，映画を感情表出の研
究に利用することの有効性として，表情の表出される要因となる感情の特定，およびそれらの因果関係に
影響する要因を客観的に把握できることを示した。とくに，自動笑顔度測定ソフトウェアのように表情を
定量的に測定する手法を用いることで，笑いにおける感受性の個人差を追究する手掛かりになることを示
した。これにより，科学的な視点から感情とそれらの反映としての表情，あるいは表情の認識，感情を読
み取る生理的および心理的過程，またそれらの過程に影響する内的，外的要因，などを分析するための一
つの手段につながる可能性を示した。 
 本研究は，具体例によって映画を用いた感情表出の研究の新たな方法論の有効性を示した点で，まだそ
の第一歩にすぎないものではあるが，人間科学研究として意義あるものと考える。 
